社会Ⅰ　試験対策プリント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　渡辺

１・まず始めに。

　過去問（04年度）をHP上で見た限り、試験は授業内容の要約の穴埋め（記号選択制）と、授業内容に関連のある文章について論評するものと、並べられた複数の単語を使って、「～について」述べるものとがあるようだ。（ただし２年前のものであるため自信はない。）

HPのアドレス：http://minsei-komaba.hp.infoseek.co.jp/information/04kyouyou-natsu/04syakai1.html
ともかく、毎回の授業ごとに、出てきた学者の名前とその思想の内容、授業内容を書いてゆく事にする。

２授業内容

♯１　社会化とはなにか①
例・アマラとカマラ（インドで見つけられたオオカミ少女の姉妹）

　　→死の観念・直立歩行・言語習得（いずれも人間の特徴）などに支障があった

　　→内在化プロセスに支障があった（他の人間との相互行為・交流がなかったため）←下参照

· P・バーガー／T・ルックマン
人間生活のモメント（契機）について　

１・外在化…他の動物が出生後すぐ本能的な行動が出来るのに対し、人間は未完成のまま生まれてくる。（＝人間には人間の世界がない）人間の世界（＝文化・社会といったもの）は人間自身の営みによって構成されるべき世界である。（「自然」という範囲を超えた「文化」の補充によって人間の生活は完成される。）

２・客体化…一度作られた世界は人間から独立してしまい、意のままにできない。人間存在の主観的意識に由来するにかかわらず、世界は客観的現実という性格を達成する。

３・内在化（≒社会化）…人間存在が流れ出し（外在化）、人間と対立した現実となった（客体化）世界が、再び人間の我がものにされること。世界から影響を受ける事といったほうがいいのか。人間が社会の所産であるのは、内在化を通しての事である。他者との相互行為・交流を媒介として「文化」は内画化される。
· ピアジェ
発達心理学―幼児の心理的成長

１・感覚運動期（生後18ヶ月～2歳）…全ての実行的世界を知覚と運動によって征服する。興味あるものに触れたり口に入れたりするなど、自分自身の体の方へ引き寄せる（同化させようとする）。

２・前操作期（2～7歳）…自分が中心をなしているような感覚（アミニズム的感覚）を持つ。他者の見地に身を置く事が出来ない。一方で言語能力の発達や模倣能力の発達など、社会化の進行も見られる。

３・具体的操作期（7～12歳）…自分自身の観点から抜け出て、他人の観点から自身を見る事が出来ない。（知的自己中心性）

４・形式的操作期（12歳～）…自分自身の観点と他人の観点とを混同せず供応させるために、両者を分離させる事が出来る。他者を思いやる事が出来る。結果的に同年代の子供達と共同作業をする事が出来るようになる。

まとめると

自己→共同性（我々）というプロセス

· ワロン
ピアジェに対する批判

自我と他者は一緒に形成されてゆくものである。子供は、初期の間周囲の人々との緊密な共同性の中にいる。そこから、他者という対を意識する段階へと進んでいく。そして、主体の体験と客体の体験が混同されなくなる。

まとめると

共同性（我々）→自己・他者というプロセス

＃２社会化とは何か②
· G・H・ミード

社会的自我論

· 他者に話しかける（有声身振り）とき、同時に自分自身にも語りかけているように、他人に呼び起こす反応を自分自身に呼び起こす過程がある。この時話しかける自己がIであり、話しかけられる自己がmeである。（自己の二重化）

・I…他者の態度に対する生物体の反応

· me…他者の態度。自己の中の他者。社会的な他者。　　　　（Iとmeは組織化されたセットである。）

・ごっこ遊び（play）…警官や教師のふりをするなど、自覚的に他人の役割を取得するあそび。１人称・２人称的。

· 規則のある遊戯（game）…野球など。ゲームに参加している全ての他者の態度をやってのける準備がなければならず、その相異なる役割（態度）を相互にはっきり関係づけて（組織化して）いなければならない。組織化の中である一つの抽象的な他者を発見するが、そうさせる共同体・集団社会を一般化された他者（generalized　others）と呼ぶ。３人称以上的。

· フロイト
（・前エディプス期…子供から母親への強い愛着のある時期。4歳以前。男女共にある。）

・エディプス・コンプレックス（子供が親に対して抱く複合的感情）…4・5歳の男子が母親を独占しようとする。逆に、父親が居合わせる事をじゃまに思う。父親が母親に情愛を示す事に不機嫌になる。父の不在に満足の感情を示す。といったこと。

・去勢不安／去勢コンプレックス…男児が女子性器を見る事によって、もしや自分も女児のように男子性器を失うのではないかとおそれ、男子性器をいじる事に対してされる大人からの去勢の脅し（注意）が効果を現すようになる事。「あるもの」を無くす事に対する複合的感情。

→エディプス・コンプレックスの改変。＝母からの分離、父との和解・同一化（父の権威が自我の中で超自我の核心をつくりあげ始める）

→個人を文化社会（家族の「外」の世界）の一員に連なるようにさせる機転が入ってくる

・ペニス羨望（願望）…男子性器が己にない事を承認し、これを好ましくない事態として、母親が自分にちゃんとした性器を与えてくれなかったと母親を非難する。前エディプス期の終わりに起こる。

→のち、女児はペニス願望を捨て、子供をもつ願望を持つ。

→エディプス・コンプレックスの改変。＝母からの分離、父との和解（父を愛の対象とする（和解）、母に嫉妬する（分離））
※去勢不安やペニス羨望は科学的な実証はできない。検証可能性がない。

●社会化の担い手

家族　　同輩集団　　学校（同輩集団＋親的存在（教師））　　職場　　メディア　　など。

これら他者を自己内部に取り込むのが社会化。

●様々な社会化

・一次的・二次的社会化…一次的―子供が社会の一員となる過程（社会との同一性を得る）。

　　　　　　　　　　　　二次的―一次の後の全ての過程。ある特定の社会的世界に参加（特殊性・固有性を得る）。

・再社会化…軍隊・刑務所・修道院などそれまでの社会化を打ち消し、再構築すること。新たな規制の中に住む場合起こる。

・社会化…ある社会で共有されるべき価値や規範を次世代へと伝達し、またそれらを個々人の人格として内面化してゆく事。

・社会統制…ある社会で共有されるべき価値や規範にてらして、個々の行為にサンクション（賞罰）を付与する事。人格に統制はされない。
＃３社会化とは何か③
●自己自身による社会化―移植・伝達モデル（他者との交流により社会化が起こるという説）への疑問

・オートポイエーシス（Autopoiesis）…システムのさらなる活動を導く状態が、システム自身の活動によって決定される仕組み。

・移植・伝達モデルが正しいのであれば、知識のない者（子供）は同様の規範・文化を移植されて皆同じ人間になるはずだが、そうではない。社会化もオートポイエーシスではないだろうか。≒ミードのI（能動的自我）

↑その具体例―社会を変える、社会が変わる

・ローザ・パークスの例…人種隔離の厳しかった時代のアメリカ。黒人であるローザはバスで白人の理不尽な命令に不服従し、逮捕された。（これが後の公民権運動やバス＝ボイコット運動の発端となる。）

・ポール・モネットの例…作家であるポールは自伝で、長年苦しくも秘密にしていた同性愛者である事をカミングアウトした。

※いずれもI（能動的自己）がme（受動的、ここでは消極的みたいな自己）を変えた例。

●コールバーグ
「重病の妻のいた男が、薬屋に頼み込むが薬を買えず、思い詰めて薬を盗み出す。→男はそうすべきだったか？」

という質問を子供にする。

→複数のタイプが生じた。

1・Pre-conventional Stage(社会一般のルール以前の段階)…己の利益を中心としたモラルを持つ。

2・Conventional Stage(社会のルールを理解した段階)…社会規範・世間体を中心としたモラルを持つ。

3・Post-conventional Stage(次世代的なルールの段階)…ここに至る者は少ない。正義中心のモラル、社会規範を正義にてらして分析したモラルを持つ。

※1～3は抽象的で個人を超越した規則体系が支配する世界である。一方、C・ギリガンの調査ではコールバーグの質問に対し子供から「男と薬屋が互いに話しあう」という答えが出てきており、具体的な人間同士の関わり合いによって織りなされた社会が現実にある事を伺わせている。

●ベルグソン
閉じた道徳と開かれた道徳

・閉じた道徳…変化する事を認めない。自らが最終形態であると標榜しているモラル。

・開かれた道徳…絶えず動こうとする。運動性により自らの優越性を保とうとする。ときに逆説・矛盾すれすれになる。定まった方式のうちに閉じこめられた（客体化された）道徳を純粋な精神性に広げ、高める。

●M・ホルクハイマー
「模倣的態度」の「合理的態度」への変換

教え込まれる理想（強いられている現実原則とかけ離れている）に対する抵抗or服従
・抵抗…真理の欲求と存在の非合理性を和解させようとする実利的試みに反対すること。自己の超自我に忠実な行為。合理的態度。

・服従…大多数の者が駆り立てられてしまう。現実と一体化しながら自身を抹消してしまう。模倣的態度。

文明は模倣的態度を、合理的態度が超越する（転換させる）ことに本質がある。

＃４家族の社会学①
●F・テンニース
ゲマインシャフトとゲゼルシャフト

→人間の結合関係における二種類の異なった土台。

・ゲマインシャフト（Gemeinschaft）…意図的な組織化によって成立する物でなく、全人格的に相互に結びつく。一次的な分離があっても、結合が優位を占める。家族がその代表例。

・ゲゼルシャフト（Gesellschaft）…個々人が思慮に基づき、契約的に成立させた関係。固有の目的に合致する一部分のみで結びつく。一次的な結合があっても、分離が優位を占める。会社とその株式所有者との関係などが代表例。

→社会はゲマインシャフトが支配的であった時代から、ゲゼルシャフトが優勢を占める時代に向かってきている。
●T・パーソンズ
５つのパターン変数

ゲマインシャフト、ゲゼルシャフトの違いを分析。

	ゲマインシャフト
	ゲゼルシャフト

	[Community]
	[Association]

	感情性（好き嫌いで関係を持つ）
	感情中立性

	集団的指向（集団全体のための行動を求められる）
	自己指向（自己本位の行動をする）

	個別主義（えこひいきがあるなど人に対する関係の強弱がある）
	普遍主義（誰に対しても平等な関係）

	属性本位（生来の特性（身分など）を重視）
	業績本位（生来の特性でなく能力重視）

	無限定性（トータルな関係を持つ）
	限定性（限定された機能の中のみでの関係を持つ）


※この５つの変数は、状況によっては入れ替わることもある。

●家族の二つの位相

・定位家族…子供世代から見た家族。垂直方向的。ゲマインシャフト的。

・生殖家族…親世代から見た家族。平行方向的。ゲゼルシャフト的。　
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●G・P・マードック
家族の諸形態の分類

・核家族…一組の夫婦・子供からなる

・複婚家族…核家族を夫婦関係を軸に連結させた家族。一夫多妻や集団婚など。

・拡大家族…核家族を親子関係を軸に連結させた家族

　　　　　　　→直系家族…子供が何人いたとしても、一人の既婚子とのみ同居

　　　　　　　　複合家族…同居する既婚子を一人に限定しない

　　居住形態　→夫居制…夫の家、もしくはその近くに住む

　　　　　　　　妻居制…妻の家、もしくはその近くに住む

　　　　　　　　双居制…夫・妻どちらの家（の近く）にも住む

　　　　　　　　新居制…夫・妻どちらの家とも違うところに住む

　　　　　　　　叔父居制…妻の母方の叔父の家、もしくはその近くに住む

※現在では「子供のいない家族」や「子居制（子供の家に親が住む）」など、マードックの定義に合わない新たな形態も出来た。

●日本における家族の変容と動向

・1920～1990のあいだの、日本の世帯構成の変化を見ると、世間では「核家族化」が叫ばれているが現実には「三世代同居等の親族世帯の減少」「単身世帯の急増」「夫婦のみの世帯の急増」が見られる。

・離婚について…ゲマインシャフト的動向の強い昔は離婚率が低く、ゲゼルシャフト的同行の進む現在は離婚率が高いのだろうか？

→そうともいえない。

→日本においてはかつて、「家族制度」のもとで嫁が「家」の結合にまじわれないと姑等により離縁させられた。（離婚率は非常に高い）

　
＃５家族の社会学②　日本社会と家族
●民法典論争

ボアソナードにより、1890年、民法典が公布される。それについての賛成派と反対派の対立。

日本の家族制度（祖先教的家族）…一番上を天皇・祖先とし、その下に父、そこからさらに下に母や子がある。

　　　ｖｓ

西洋の家族制度（キリスト教的家族）…一番上が神、その下に父と母と子がある。民法派。

個人主義…民法派　　ｖｓ　　　集団主義…反民法派

権利主義…民法派　　ｖｓ　　　徳義主義…反民法派。譲り合い信じ合いを大切にする。

単婚…民法派。一人のみとの結婚。　　ｖｓ　　複婚…反民法派。「家」を続けてゆくためには男子が必要なので、妾は必要。（明治民法では妾を配偶者としてはいないが、その子が男子である場合、本妻の娘より相続順位は上）

・非フロイト的家族…日本においては夫婦よりも母子との関係が非常に強い。母親のひたむきな愛情は、子供が親から精神的に乳離れして、独立した一個の人間となる事を妨げたり、結婚により息子の愛がその妻に割かれる事を耐え難くする。

→フロイトの的家族では、子供は成長の中で母親から分離してゆくため、当てはまらない。

●「家族国家」としての日本

・イデオロギーとしての家族国家…天皇と臣民の関係は、情は父子である。没我帰一の関係。日本は君臣一体の家族国家である。忠孝の重視。国＝家の観念。（1930～40あたりの文部省編纂の文書から）

・戦争、国家、家…国のために戦争に行く事に疑問を持った学生が、「家族」のための戦争だと言われ、納得した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家族国家イデオロギーが機能している例）

　　　　　　　　戦死した人を無縁仏の列に疎外しておく訳にはいかない。遺族の元におくべきである。（柳田国男や大江志乃夫の思想）

・「国家」を拒む「家」…ナチス・ドイツでは遺伝病子孫予防法が通り、遺伝子レベルで劣っていると見なされた人に不妊手術が行われたが、同様の「国民優性法」は不妊手術に対し、家族国家主義や多産奨励に反するとして大きく反対され、挫折した。

＃６家族の社会学　フェミニズムから見る家族
●家父長制

・前産業化社会では生産活動と家事活動が分離していなかったため、また経済活動の面で重要な役割を果たしていたために家族内でもかなりの影響力を持っていた。

→近代的工業の発達により仕事の場と家庭とが分離。女性は「家庭的」な価値と結びつけてとらえられるようになった。

・市場社会では「市場」の外部に「家族」という社会領域がある。「家族」から労働力という資本（成年男子）がインプットされ、「市場」から労働力として使えなくなった老人・病人・障害者がアウトプットされる。女性は「家族」の領域に置き去りにされ、「市場」からアウトプットされた人々を世話する補佐役となる。

売春婦と主婦

●ジョセフィン・バトラー
性の二重基準（ダブルスタンダード）

・イギリス伝染病法…性病蔓延予防策として1964年導入された法律。特定の地域で、女性を公娼と認定する権限のある特殊警察が設立。女性は定期的な検診を強制された。

→男が売春しても逮捕されないのに対し、女は売春すると逮捕される。

→売春婦は法律違反者でなく、犠牲者である。男性の側が悔い改めるべきである。

●H・シュテッカー

主婦＝売春婦

・売春・不倫・婚姻など性生活が金銭と結びつく→女性の経済的従属（依存）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→必要なのは女性の家事労働の経済的評価である。

●男女の格差

・日本の性別・年齢階級別労働力率→女性は20代後半から40代程まで労働力率が低下する（M字カーブ）

→結婚・妊娠・出産などで仕事を辞めてしまう人がいる

・ただし、M字カーブになる国はそんなに多くはない。（スウェーデン・アメリカ・ドイツなど）

・男女雇用機会均等法→

基幹的業務で昇進・昇給に開かれた総合職は男性中心。祖助的業務で比較的楽ではあるが、昇進・昇給には閉ざされた一般職は女性中心だというコース別管理人事を企業が導入。

→男女職種分離を実質的に温存、パート・派遣など女性の周縁化
・日本女性の年齢別労働力率の推移をみると年々増加している。

・年齢別賃金率（男性の賃金率を100とする）を見ると　
	20~24(歳)
	94

	25~29
	88

	30~34
	80

	35~39
	72

	40~44
	62

	45~49
	58

	50~54
	55

	55~59
	56

	60~64
	67


↑女性は男性に比べ労働条件が良くない。

・女性の賃金水準の推移→ほとんど水準は変わっていない。

・世界の女性賃金率→日本は各国の中でも賃金率が低い。

・家事に見る男女格差→共働き世帯であっても夫は家事をしない。
＃７宗教の社会学
なぜ、「宗教」？→M・ヴェーバーやE・ドゥルゲンといった社会学を築いた学者は、宗教を考える中で社会学基礎理論をうみだしたから。宗教と社会学は関わりがある。
●Ｍ・ヴェーバー
理解社会学

・「意欲する人間」…人間の意志は一つの目標を必要とする。それは欲しないよりはまだしも無を欲する。

・「理解」という方法…人間の行動にのみ固有な事は、その諸関連や諸規則性の経過（動機）を理解可能な形で解明しうるという事だ。＝理解社会学

・方法論的個人主義…社会を構成する一人一人に注目。その行為の集積を理解。個人は意味のある行動の唯一の担い手である。

・「目的合理的」理解…主観的に一義的にとらえられた目的に対し適合的であると考えられた手段を、もっぱら基準にして行われる理解を指す。人間の行動の理解の中には特殊な「明証性」がある。最も高い「明証性」を持つのは目的合理的な解明である。

· 目的「非」合理的なもの…人間の行動には、それ以上合理的に解明する事の出来ない目標設定として受け取らざるを得ないような諸目的がある事がある。理解社会学にとって、目的合理的なものは目的非合理的なものの作用範囲を測定する為に役立つ。

　「非合理的な目的」は個人にとって「究極的な＜価値＞と生の＜意義＞」となりうる何者かと関係している。

→＜宗教＞に行き着く。

→ヴェーバーの「宗教社会学」は「理解社会学」によって必然的の要請されるべきものであった。

プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神

· 「資本主義の精神」…時間は貨幣である。

　　　　　　　　　　　　貨幣は繁殖し子を産むものだ。

　　　　　　　　　　　　信用に影響を及ぼす事は、どんな些細な行いでも注意すべきだ。

　　　　　　　　　　　　自分の手元にあるものが皆自分の財産だと考え生活するよう気をつけるべきだ。

　　　　　　　　　　　　（以上、ベンジャミン・フランクリンの主張）

　　　　　　　　　　　　＝「資本主義の精神」

　　　　　　　　　　　　→自分の資本を増加させる事を自己目的と考えるのが各人の義務であるという思想。

· Beruf/Callingという概念…職業義務(Berufs-pflicht)という思想（自分の「職業」活動を義務と意識すべきだと考え、意識している観念）→資本主義文化の「社会倫理」に特徴的なもの。
· 伝統主義（Traditionalisums）…資本主義の精神の敵ともいうべきもの。人は「生まれながらに」できるだけ多くの貨幣を得ようと願うものではなく、むしろ簡潔に生活する、つまり、慣習となった生活を続け、それに必要なものを手に入れる事だけを願うにすぎない。（例・出来高賃金を上げても、人々は同じだけの貨幣を得ようとした為、労働量が増大せず、減少した）

· プロテスタンティズムの倫理

　　　カルヴィニズムの（二重）予定説…カルヴィニズム＝恩恵による選びの教説（予定説）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→人間は自らの力で悔い改める事はできない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→神はある人を永遠の生命に、ある人を永遠の死滅に予定した。

· 超越神—徹底した不可知論…我々が知りうるのは人類の一部が救われ、残余のものは永遠に滅亡の状態に止まるという事だけである。

　　→神は各人の運命を決定し、既にその処理を終えた、人間の理解を絶する超越的存在となっている。

· 信者の孤独化・無力化…カルヴィニズム→個々人のかつて見ない内面的孤独の感情（永遠の生命に選ばれていない者は絶望的だ）

・手がかりとしての「職業労働」…自分は選ばれているのか、どうしたら選びの確信が得られるのか？

　　　　　　　　　　　　　　　　→二つの類型の勧告

　　　　　　　　１・誰もが選ばれているのだとあくまでも考え、すべての疑惑を退ける事を無条件に義務付ける

　　　　　　　　２・絶え間ない職業労働を厳しく教え込む。職業労働によってのみ宗教上の疑惑が追放され、救われている確信が与えられる。
＃８宗教の社会学　M・ウェーバー②
●ある逆転―「プロテスタンティズムの倫理」と「資本主義の精神」

プロテスタンティズムの倫理
・近代資本主義精神の天職理念（Berufsidee　絶えず自分の資本を増大させてゆこうとする理念）はキリスト教的禁欲の精神から生まれ出た。

・ピュウリタンは天職人たらんと欲した。

↓

資本主義の精神

・「資本主義の精神」という信条の本質的要素は天職理念に由来する職業的禁欲の内容と同じだが、宗教的基礎付けが既に生命を失って欠落しているにすぎない。

・われわれは天職人たらざるをえない。資本主義は機械の基礎の上に立って以来、この支柱（カルヴィニズム・禁欲）をもう必要としない。
・こうした文化発展の最後には「末人」（ニーチェの定義した最も軽蔑すべき人間。「何も欲さないよりは無を欲する」が、自分が何を欲しているかを分かっていない、もしくは、己が「無」を欲していることを分かっていない人間。）
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←P・L・バーガーの「客体化」（＃１参照）と似た構造
●世界宗教の比較社会学

○中国―儒教とピュウリタニズム

・儒教…呪術性。伝統の不可侵性。現世への順応。君主と進化などの個別的な関係が形作る人間的な恭順の義務。

→例。「諸侯が割拠して威力を争えば、牝馬が子を産む十言う異変を生じ…」

　　「王の徳が衰え、臣下が取って代わろうとするときには木に人間の形をした枝が生える。」
・ピュウリタニズム…伝統に何の神聖さも持たない。現世を超越する神の決断。所与の現世を倫理的、合理的に支配し統御していくという不断の作業。現世の合理的改造。

○インドの宗教―ヒンドゥー教と仏教

・ヒンドゥー教…サンサーラ（霊魂輪廻）の信仰とそれに結合するカルマン（因果応報）の教説。カースト秩序。現在のカースト義務を厳しく実行すること、自らのカーストから脱出しようとする儀礼的に甚だ罪深い試みを避ける。（＝伝統の不可侵性）

・仏教…絶えず新しい死の「車輪」（＝サンサーラ）から逃れ得るかという問題に取り組む。超越を目指す。（＝現存在の秩序を乗り越えようとしている）

○救済の二つの方向

・模範預言（exemplarische Prophetie）…瞑想的、無感動的。己を神の容器（救済を所有するという観念）とする。現実逃避的瞑想をどこまでも徹底させていく。仏教、道教、ルター派はここに属する。

・使命預言（Sendungs-Prophetie）…行動的、禁欲的。己を神の道具（神聖なる意志にかなうように行為するという観念）とする。現世内的禁欲を徹底させる。カルヴァン派はここに属する。

・以上２つは超越という観念があるが、瞑想するか行動するかで両極端である。

・現世への順応（伝統の不可侵性）をもつ儒教などは上記２つの“超越”に対し、“停留”のカテゴリに入る。

[image: image3.jpg]ﬁ

s

@

A OsENIGE

EOTT@E

i

TNy
wE

EETTL I





●日本の近代化と宗教―「プロテスタンティズムの倫理」は存在したのか？

・M・ヴェーバー…呪術的な宗教的伝統主義（伝統の不可侵性）も救済論的なそれ（現実逃避的瞑想or現世内的禁欲）もなかった。宗教的要因以外の全く別の事情（＝政治的社会的構造の封建的性格）により、甚だ有利な白紙の状態にあった。そこに西洋的社会システムをそのまま取り込んだ。（＝日本の近代化）

・R・ベラー「恩と報恩」の倫理…日本の宗教には慈悲深い至高的存在の観念がある。→政治的上位者・両親に対する尊敬や感謝、その恩恵に対する報恩の試み。人間の受ける恩恵はそれに報いる能力を超えて遙かに大きいため、人は決して償うことが出来ない。よって常に負い目に立っている。

・丸山真男　ベラーに対する反論…日本における特別関係主義（個別主義）がベラー言うように疑似普遍主義を演じたとしても、一方で普遍主義的基準の低位（中国・インドの仏教より戒律の拘束力が著しく弱いと言うことや、“天”の超越的契機が中国より弱いこと）という側面も考えるべき。
#9 宗教の社会学③　E・デュルケーム

· 方法論的集合主義

＃１の「社会的事実」の欄を参照。（私は持っていないので、心苦しいがここには書けない。）

社会的事実・・・個人に対しては外在し、かつ個人の上に否応無く影響を及ぼす事のできる一種の強制力を持っているもの。＝ソシアール（社会的）

· 『自殺論』（1897）

· 自殺と社会（的事実）・・・人々は集合的傾向・集合的感情（＝社会）を物と見なす事、個人を支
　　　　　　　　　　　　　配する一種独特の力とみなす事を拒んでいる。

　　　　　　　　　　　　　この本質は自殺統計が証明しており、社会を構成する個人は年々かわ

　　　　　　　　　　　　って行くにもかかわらず、社会そのものが変化しない限り、自殺

　　　　　　　　　　　　者の数はかわらない。

· 自殺の3類型

1 自己本位的自殺
社会の結合が弱まると、個人も社会生活から引き離されざるを得ず、自己自身にのみ依拠せねばならなくなる。この中で個人的自我が過度に主張されるような状態が自己本位的主義。常軌を逸した個人化から生じるこの特殊タイプの自殺が自己本位的自殺。

例・プロテスタント・カトリック・ユダヤ教の中ではプロテスタントの信者が一番自殺率が高い。（＃７のプロテスタント信者の孤独化・無力化を参照）

2 集団本位的自殺（愛他主義）
自己本位主義に対する状態が集団本位主義。自我が自由でなく、それ以外のものと合一しているため、生の存在理由が自分の生以外の集団にある状態。この状態が強くなって、生じる自殺が集団本位的自殺。

例・市民と兵士とでは兵士の方が自殺率が高い。（兵士は強力な集団の中にいるため）

3 アノミー的自殺
人の活動が規制されなくなり、これによって彼らが苦痛を負わされている所から生じる。

例・世界恐慌、ヴィットーリオ・エマヌエーレによるイタリア統一、など既存の社会ルールが壊されたときに自殺者数が増えている。

※自己本位的状態は人工的に社会の結合が弱まった時に生ずる、アノミー状態は規律の作用が全く欠如したときに出現する。（by　T・パーソンズ）

●『宗教生活の原初形態』（1912年）

・宗教の定義…①宗教的信念　　聖物（禁止が保護し孤立させているもの）と俗物（禁止の適用された聖物から離されているもの）とを二分する。

　　　　　　　②儀礼　人が聖物に対しどのように振る舞うべきかを規定した行為の基準

　　　　　　　③教会（組織）　固有の信念を共有する集団。互いに結びついているという感覚を持つ。教会のない宗教は存在しない。

※①②③全てがないと宗教とはならない、とデュルケームは定義する。一人一人の人間がいかに統

合されるかに重点を置いている。（⇔ウェーバー・一人一人の意欲する人間に重点を置く）

・儀礼の二つの側面

　消極的礼拝…聖なる存在を続的な存在の外に分離させることを目的とする。禁忌、タブーの形態を取る礼拝。

　　　　　　　　例・しめ縄（神事と下界とを区別する境界線となる）
　積極的礼拝…礼拝の存在理由を自らの中に、そして生活の中に構成するため、分離された宗教力と積極的関係を維持する礼拝。禁止を犯して聖的存在と交通する。ここで、集団の連帯感を再生産する。
例・お祭り

※聖なるものは＋の方向、－の方向に分離される。

＋…おみこし、浄であるものなど

－…入れ墨を入れた身体、不浄であるものなど

・トーテミズム（＋模擬的儀礼）←宗教の原初形態？

トーテミズム…ある人間集団がある特定の主の動植物（トーテム）、あるいは、他の事物と特殊な関係を持っているとする信仰。あるいは、その信仰に基づく制度。

模擬的儀礼…トーテムを、様々な態度・形態をもとに模倣する事を目的とし、運動・号泣すること。集団の連結の徴となる。（互いに同じ道徳的共同社会の部員であることを証明し合い、集団を結合する親縁関係の意識を持つ。）

　　　　　　　聖なる存在が象徴化する集合的理想と、模倣を通して交通する手段。

↑デュルケームの解釈に対する、Ｃ・レヴィストロースの異なる解釈

「トーテム制度は、社会集団－自然種（トーテム）の相同性ではなく、社会集団のレベルに現れる

差異と、自然種のレベルに現れる差異との間にある相同性である。」

「もし次のような表現が許されるなら、類似しているのは類似点ではなくて、相違点なのだ」

＃１０経済の社会学①――「社会的」という理念
コントが“sociology”という言葉を生むまでのプロセス。

●「政治経済学（political　economy）」の誕生

・ルソー『政治経済論』（1755年）
economie、oeconomieという言葉はoikos（家）とnomos（法・秩序）から生まれた。元来家族全体の共同利益のためにする、賢明で法にかなった家政を意味するものだった。（18ｃには社会＝家＝自給自足の共同体だった）しかし、後に国家という大家族の管理にまで拡張されることとなった。これら二つの語義を区別する。

国家が関わるもの…一般経済（economie generale）あるいは,政治経済（economie politique）
家政を意味するもの…家庭経済（economie domestique）あるいは、私的経済（economie partique）と呼ぶ。

・A・スミス（18C）
○分業（division of labour）→生産力と富の増大…労働の生産諸力における最大の改善の大部分。
○交換…分業の確立により、自身の労働の生産物は己の欲望のごく小さいものとなる。そこで他の人々の労働生産物と、自らの生産物の余りとを交換することによって、己の欲望の大部分を充足する。→商業社会への成長

○貨幣…上記の「交換」の説明だと、一方が他方の求める物を持っていない場合、交換が行えない。たいていの人がそれと彼らの勤労の生産物とを交換するのを拒むまいと考えるようなあれこれの一商品の一定量をもって、この問題を処理しようと自然に努力したに違いない。

○分業を促す原理としての「利己心（self love）」…分業は、人間の英知によって生まれた物ではなく、あるものを他の物と取引し、交易し、交換するという性向、人間の本性の一部によって生まれた。交換の際、相手の仁愛（benevolence）に期待するのではなく、我々は自分の有利になるように相手の自愛心（self love）を刺激する。人間は利己的に生きるべきである。
○「見えざる手」（自己放任）…通常、あらゆる個人は自分自身の利得だけを意図している。この場合でも、見えない手（an invisible hand）に導かれ、自分が全然意図しても見なかった目的を促進するようになる。自分自身の利益を追求することによって、実際に社会の利益を促進しようと意図する場合よりもいっそう促進する場合がしばしばある。
●批判者達――「社会的　social」なものの隆盛（19ｃ）

○シスモンディ→アダム・スミスをフランスに紹介。同時に彼を批判。

・土地の所有者・資本家と労働者とで生産物を（不平等に）分配した後で労働者の手には最小限度の必要を超えて相当の物が残ることは希である。

・機械の改良と人間労働の制約（→富の繁栄・促進）は、国民的消費者数の減少に貢献する。滅亡（失業）させられる労働者は全て消費者。＝過剰生産

・政治経済学はそのまま恩恵の理論となるのであり、結果において人間の幸福に関係しない物は全てこの科学には属さない。

→→富の不平等分配、機械化の弊害＝失業、過剰生産の可能性、生産力の増大≠（万人の幸福）
・シスモンディは政治経済学ではなく、後にフランスで社会経済学（economie sociale）、ドイツで社会政策（Sozialpolitik）として知られることになるものだった。」
⇔Jean Baptiste Say(18～19ｃ)

　セイの法則…総供給＝総需要（「全ての売りは買いである」）　一時的な過剰生産などがあったとしても相対的に見れば２つは等しい。

○W・トムソン→英語圏で初めてSocial Scienceという言葉を使った一人。

・今日まで全ての政治経済学者達は富をどう生産するか、いかに大量に作るかなどにのみ向けられてきた。本当の社会科学（Social Science）というものは最大量の幸福を生み出す形で分配する手だてを探求する物である。（→シスモンディと同じような考え）

・政治経済学の発見を、社会の幸福をもたらすすべとする社会科学（Social Science）にとって有用な物とするためには、効用を考えなくてはならない。
※効用…ベンサムによって作られる。ある物を与えたときに個々人が感じる主観的な満足感。（例・貧乏な人にお金を与えることは、裕福な人にお金を与えることよりも効用が大きい。）

　　　効用に基づく適正な分配→富が平等になる＝最大多数の最大幸福

○コント（18～19ｃ）
・機械化がもたらす経済的な問題、それと同時発生する社会的な諸弊害に対し、我々の経済学者たちは、経済活動の無限性の自由という不毛な章句を繰り返すのみである。こうした政治経済学の中に来たるべきphysique sociale(=sociologie)の萌芽を見ることは出来ない。→実在に根ざした物を取り扱う実証的経済学へ

・社会学（sociology）という言葉を生み出す（1838）

○エンゲルス（19C）

・社会的殺人（Sozialer Mord）…社会の過酷な状況（失業など）が労働者の生命が削られていると指摘。「殺人犯（＝社会）の姿が見えないからであり、全員が殺人犯でありながら、それでいても誰も殺人犯ではないからであり…。この殺人は作為犯というよりも不作為犯だからである。」
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